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として実験的に研究した結果をまとめたもので 2 編， 8 章からなっている。
ここにいう鉛直上向き噴流とは水路底から噴射され自由水面に下jjからこれに垂直に衝突する
噴流をいい，境界をもっ噴流のもっとも単純なー形態であるが，その水工学への応用は広い。























塩水侵入を阻止すべき Water curtain として噴流列を考え，これによって遮断される両水域の
水質混合について詳細に実験を行ない，併せて混合防止の方法についても触れている。輸送確率







鉛直上向き噴流の水工面での応用として，噴流防波堤および Water curtain を創案し， おのお
のについて詳細な実験的検討を行なっている。それによれば噴流防波堤は水平放散流の阻止効果
によってとくに深海性波動に対して消波効果がすぐれ， また water curtain については拡散混
合が高い精度で予知できる段階に達したので，いづれも実用上きわめて有望である。
以上の研究成果は，有限領域の噴流特性を解明したことによって水理学に貢献するところが大
きく，かつ独創的な応用例についての綿密な検討によって水工学も寄与するところが著しいとお
もわれるので，本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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